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発刊にあたって 
 

2003 年 2 月に開催された第 22 回国連環境プログラム（UNEP）管理理事会
には、「グローバル水銀アセスメント(Global Mercury Assessment)」が報告さ
れ、水銀の排出抑制に向けて今後国際的に採るべき行動に関する決議が採択さ

れた。 
現在、先進諸国においては、水銀の低濃度曝露の影響に関心が集まっている。

わが国にとって、魚介類は貴重な蛋白源であるのみならず、食文化の中心のひ

とつであり、魚介類摂取による水銀曝露の危険については科学的知見に基づい

て慎重かつ迅速に対応することが求められている。低濃度曝露による胎児･乳幼

児の発達への影響に関しては、南デンマーク大学が行っているフェロー諸島で

のコホート研究や米国ロチェスター大学が行っているセーシェル共和国でのコ

ホート研究につづき、わが国でも 2002年からコホート研究が開始されている。 
一方で、いまもなお世界各国で石炭火力発電所からの大気汚染、塩素・アルカ

リ工業プラントにおける水質汚染がつづいている。さらに、金鉱山を有する開

発途上国においては、金精錬での水銀使用による汚染が深刻であり、汚染の状

況の監視は急務となっている。 
こうした状況のもと、国内外において、的確なリスク評価のために、総水銀

のみならずメチル水銀をもより高精度に分析できる技術が求められるようにな

ってきている。 
「水銀分析マニュアル」は、これまでいろいろな場で示され、国際的にも高

く評価されている分析法が、さらに広く実用に供されるよう、このたび、環境

省として取りまとめられたものである。 
策定会議の座長として、会議にご参加いただいたメンバーに謝意を表すると

共に、本冊子が実用的な水銀分析マニュアルとして、日本はもとより世界中で

広く利用されることを希望するものである。 
 
平成１６年３月 
 
「水銀分析マニュアル」策定会議 
座長 鈴木継美 
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